
4-２. 通常手番
常にスコアが1番小さいプレイヤーが手番を行います。
同じマスに複数のプレイヤーがいる場合は、
1番上の駒のプレイヤーが手番を行います。

手番では ①カードを出す または ②降りる を選択します。
 ①カードを出す
手札からカードを1枚出してスコア計算（後述）を行い、スコア値
分、自分の駒を進めます。
手番中何枚でもカードを出せますが、1枚出すごとにスコア計算を
行います。
「手番終了」を宣言すると次のプレイヤーへ手番が移ります。
②降りる
手札を伏せてラウンドから降ります。以降このラウンドでは手番は
回ってきません。

 スコア計算についての説明

スコア値（駒を進める数）
＝

①自分が出した手札カードの数字
+

②既に場にでている、①と同じスートのカードの枚数
今ラウンドの得点カードも枚数に含めます。

 注意！
今、自分が出したカードは枚数に含みません。
ここでの計算はスートのあるカードを出した時のみ行います。
ワイルドカードを出した場合は、そのカードの値分だけがスコア値
になります。

 4-3. ラウンドの終了
｢1人以外の全員が降りる」or「1人の駒がゴールマスに到達した｣
そのプレイヤーは即座にラウンドに勝利し、得点カードを獲得しま
す。得点カードは、表向きで公開しておきます。

このラウンドで自分が出した手札カードは、この後のラウンドでは
使いません。捨札としてまとめておきます。

まだ次のラウンドがある場合は、テントウムシ駒を１つ進めて、
再度ラウンドを繰り返します。

2. セットアップ
得点カードをよくシャッフルし、人数に
応じたラウンド数分を裏向きの山にし
て、全員から見える位置に置きます。

テントウムシ駒をスコアボードの1の位置に配置します。
それぞれのプレイヤーはサマリーカードと、35枚の手札カード
デッキと自分の色の駒を受け取り、駒はスコアボード上のス
タート位置に配置します。
プレイヤーはそれぞれ自分のデッキをシャッフルにして山札を
作り、そこから6枚を手札にして持ちます。

最近、野花を見て綺麗だと思ったプレイヤーがスタートプレイ
ヤーです。（または適当な方法でスタートプレイヤーを決めま
す。）

3.ラウンドの大まかな流れ
各ラウンドは次のように進みます。

 手札補充
自分のデッキの上から補充し、手札を6枚にする。

得点カードの公開
得点カード山札の上から一枚を公開します。

ラウンド最初だけ同時手番
手札から1枚を伏せて出し、せーので一斉公開

通常手番
スコアの低い人が手番を行います。手番が来たら手札カードを
使って駒を進めるか、勝負から降りるかを選びます。

得点ゲット
最後まで残るか、ゴールに達したらラウンドに勝利！
得点カードをゲットします。

次ラウンドの準備
テントウムシ駒をひとつ進めて、次ラウンド数にします。
ゲーム終了条件を満たすまで、上記のラウンドを繰り返します。
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